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Ⅰ．は じ め に
人口高齢化が進行し続ける社会状況下で，高齢者が可
能な限り自立した生活を送り，日々の生活の質を向上さ
せていくことは重要な課題である。そのなかでも疾病や
傷害の回復・改善など，身体的側面のみではなく，心理
面のケアは高齢者の自立生活を支援する上で必要なこと
である。その手段の一つとして音楽を使用した音楽療法
があげられる。
音楽療法は，音楽聴取等の受動的音楽療法と楽器演奏
や歌唱を取り入れた能動的音楽療法の二つに分けられ
る。近年，これらの音楽療法を用いて高齢者の心理的ス
トレス軽減に及ぼす影響検討する研究が行われるように
なってきている。西村ら１）は健常高齢者に関する能動的
音楽療法によるストレス軽減効果を検討した報告がほと
んどないことを指摘し，能動的音楽療法により健常中高
齢者の身体的，心理的ストレス指標への影響を検討し
た。その結果として継続的な音楽療法が自覚的なストレ
ス軽減に繋がる可能性を示唆している。西村ら１）の研究
は心理指標に質問紙などを使用しており量的研究として
意義のあるものである。
しかし実際に音楽療法のあり方を検討するときに量的
研究によって得られた結果を即実践に応用することは容
易ではないだろう。これらの研究では能動的音楽療法等
のように実践で行われていることを，一つのカテゴリー
としてまとめ均質のものとして扱い比較することが多
い。音楽療法の一つのカテゴリーの効果があるかどうか
を検討することは必要であると思われる。しかし実践の
場面に応用しようとするときには，先行研究に記載され
ている音楽療法のカテゴリー名や実施された状況につい
ての情報に加え，実際にあった参加者との具体的なやり
とりや，セラピストの思考に関する詳細な情報が必要と
されるのではないだろうか。
このように実践で必要とされることと，研究で必要と
されることの違いは，研究方法のバリエーションが足り
ないことから生じていることのように思われる。このこ
とはキャロライン・ケニーが日本音楽療法学会の第７回
学術大会の基調講演の中で質的研究を例に挙げ多様な視
点の必要性や，多様な研究方法の必要性を主張したこと
に繋がる２）。
しかし質的研究にしても量的研究においても実践の現
場で研究を行う時には研究者の想定していたとおりに場
面が展開するとは限らない。研究者は様々な研究方法を
身につけ，その場に応じて使用することが必要とされる
だろう。心理臨床の分野においても村瀬３）は先行する関
連の研究からの知見や理論的検討が必要であることは当
然としながら，それらに固執すると事実からあらかじめ
用意した枠組みに合う部分のみを切り取るということも
生じうることを指摘している。そして目の前の事実につ
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いて正直に忠実にあることが要諦であるとしている。
そこで本研究では，健常高齢者にとって音楽療法に参
加することとはどのような体験であるのか，可能な限り
参加者の視点に立ち検討する。そのために方法としては
質的研究法を採用し，音楽療法場面，並びにその他の参
加者と研究者のやりとりを分析する。そしてそれらから
高齢者にとって必要とされる音楽療法とはどのようにあ
るべきか，またそのための研究方法はどうあるべきかを
検討することを目的とする。
Ⅱ．本研究の対象者ならびに方法
対象者は，６５歳以上の健常高齢者を対象とした音楽療
法の参加案内を広報に掲載し募集した。「昭和の懐かし
い音楽を活用して心と体の健康をチェックする」という
副題が付いた音楽療法講座であった。その結果，応募者
は５８歳～８５歳の男女１７名であった。また３回すべてに参
加した方は９名であった。男性３名，女性６名であっ
た。９名の年齢は６５歳～８５歳であり平均年齢は７３．３歳で
あった。
音楽療法は北海道の研究施設において９月の金曜日に
週一回の頻度で３回行われた。今回の音楽療法は自立し
た高齢者にとって必要とされる音楽療法プログラムを開
発するための予備的なものであった。そのためさまざま
な能動的音楽療法場面における高齢者の様子を検討する
ことを目的とし，初回は歌唱のみの，２回目は楽器演奏
のみ，３度目は歌唱と楽器演奏の両方を組み合わせて
行った。すべての回はセラピスト（第三著者：音楽療法
士）とピアニスト（演奏経験が長い大学４年生）により
行われ，セラピストが主導し，ピアニストは補助的に伴
奏を行った。他に大学教員２名（第一著者：臨床心理
士，第二著者：介護福祉士）と研究補助のために大学生
が３名参加し，楽器の受け渡しや，ビデオ撮影，歌詞を
映し出すプロジェクタの操作を行った。
セラピストを中心に半円形に椅子を二重に並べて座り
セッションを行った。２回目と３回目に使用した楽器は
ハンドベル，トーンチャイム，カスタネットを主に使用
し，ピアノ伴奏に合わせて参加者が演奏をした。使用し
た曲目は高齢者を対象とした音楽療法でよく用いられる
曲の中からセラピストが選択した。３回とも共通の曲で
あり，参加者が若かりし頃に馴染みがあったであろう音
楽を童謡，唱歌，歌謡曲であった。使用した曲は月の砂
漠，りんごの歌，知床旅情，東京ブギウギ，里の秋，ふ
るさと，かたつむり，蛙の夜回り，であった。
また，様々な角度から音楽療法の効果を検討するた
め，参加者は毎回会場に到着した順に血圧や脈拍の測
定，唾液中アミラーゼの測定，睡眠や食事など日常生活
上の健康に関する質問，気分を尋ねる７件法１０項目の質
問紙であるMood Check ListShort Form（MCLS１）
を行った。さらに音楽療法後にも同様の気分に関する質
問紙と意見や感想を求める自由記述欄があるシートへの
記入を求め，血圧やアミラーゼの測定など実施前と同様
の検査を行った。測定は著者らと大学生が担当した。
時間は３回とも１０時３０分からの開始であり，前後の測
定等を含めて約１時間半であった。さらに最終回はすべ
ての活動が終わったあとに，音楽療法と同様の会場で机
を囲み３回のプログラムを通しての感想などを話し合う
茶話会を行った。音楽療法時の様子と茶話会の様子はビ
デオに録画した。
Ⅲ．実 践 研 究
本研究では音楽療法による心理面への影響を検討し，
健常高齢者にとって必要とされる音楽療法がどのような
ものであるかを明らかにすることが目的である。心理的
効果をとしては，気分に関する尺度（MCLS１）の結果
の解釈や自由記述欄への記述の内容，ならびに茶話会に
おける語りなども分析の対象となり得るが，本研究では
音楽療法場面において偶然起こった出来事を対象とす
る。また生理学的指標についても本研究では分析の対象
とはしないが，それらの測定のための時間が前後に存在
したことは事実であり，この時間も音楽療法の一部であ
ると本研究では考える。
本研究では，今回のような対象者が音楽療法に参加す
る際にセラピスト側が認識すべき点を検討することがで
きる出来事という観点から２つの出来事を選択した。一
つめは２回目の音楽療法の場で起こったことであり，二
つめは２回目の前後の血圧等の測定の際に検査者に語ら
れたことである。これらの場面に登場した合計３名が
語ったことを記述し検討する。
１．ハンドベルが鳴らない
Ａさんは７０代前半の男性であった。３回すべてのプロ
グラムに参加している。今回取り上げる出来事は２回目
の楽器演奏のみのプログラム時のことである。Ａさんは
セラピストから見て右側の一番奥に座っていた。隣は男
性であった。
はじめの楽器演奏としてハンドベルが参加者に配布さ
れ，全員で曲を演奏する前にそれぞれの音の確認をする
作業がセラピストの主導で行われていた。まずは全員が
同時に音を鳴らすことから始め，続いて音階で色分けさ
れたハンドベルを持つ２・３人ごとに鳴らしていった。
青いハンドベルを持っていたＡさんは順番を待ってい
た。その際も自分自身のハンドベルを見て何かを確認し
健常高齢者が集団音楽療法に参加するということ
―６４―
ている様子であった。参加者がセラピストの指示で順番
に鳴らしている途中に，第二著者が参加者の後ろに移動
しそれぞれの参加者の様子を見ていた。Ａさんは後ろに
いた第二著者にハンドベルを見せ「音が出ない」と知ら
せた。それに気づいたセラピストが一度ハンドベルを振
るように伝えると，ハンドベルを横にスライドをさせて
いたため中の玉が揺れずに音が鳴らなかったことがわか
り，手首を動かして鳴らすように伝えた。「最初鳴らな
くてショックだったんだ。」とセラピストに向けて全体
の場で話した。
Ａさんは全体で音を鳴らす練習の時に，自分がうまく
鳴らせないことに気づいていたとのことではあったが，
その時には全体の場で言うことはなかった。また，その
日の自由記述欄にこの出来事についての記述はなく，全
体での振り返り時にもこのことに触れることはなかっ
た。
２．友人を亡くした後の参加
Ｂさんは７０代前半の女性である。３回のプログラムに
すべて参加している。２度目のプログラム（楽器演奏の
み）に参加し，第二著者がはじめの血圧測定などを担当
した。第二著者にはＢさんが会場に到着時，元気がない
様子が見えたことから，「今日の体調はいかがですか？」
と気遣いながら，血圧測定などを行っていた。その際に
Ｂさんが「友人に不幸があり明るい気分ではなかったの
ですが，音楽療法に来たら元気になれそうに思ったので
来てみました。」と語った。また終了後の測定の時にも
Ｂさんは第二著者に対して「皆さんと楽器に触れている
と，ほっとして楽になったようです，来て良かった。」
と語った。
同様に３回すべてに参加している８０歳代前半のＣさん
も２回目のプログラム終了後の血圧測定の際に第二著者
に対して，「二日前に友人が亡くなり，とても気持ちが
沈んでいた。夜間の睡眠も浅く熟眠感がない。食欲もな
く参加を迷ったが来て良かった。楽器に触れているうち
に沈んだ気持ちが楽になったような気がする。」と語っ
た。
ＢさんとＣさんの友人が共通の方がどうかの確認はで
きていない。
Ⅳ．総合的考察
本研究の目的は健常高齢者にとって必要とされる音楽
療法とはどのようなものかについて高齢者の心理面から
検討することであった。また，そのための研究方法につ
いて検討することも目的とした。その結果として参加者
３名について取り上げた。今回得られた３名の語りか
ら，音楽療法のあり方として参加者特性の理解，研究方
法として方法の柔軟性をについて考察する。
１．参加者特性の理解
Ａさんはハンドベルが鳴らないことを全体の場で表明
することはなく，セラピストではなく後ろにいた第二著
者に声をかけることにより対処していた。Ａさん個別に
ハンドベルを鳴らす練習をする順番となる直前のことで
あった。集団音楽療法の中でこのように楽器をうまく演
奏できないということは起りうることである。さらには
参加者がどのような集団でも上手く演奏ができないこと
をセラピストなどに伝えることもできない参加者もある
だろう。これらのことはあらかじめ起こりうることとし
てセラピスト側が意識する必要はある。そしてそのため
には参加者がどのような意識で参加しているのか，どの
ような経緯で参加まで至ったのかを事前に検討をする必
要がある。これらのことは当然行われるべきことであろ
うが，常に必要性を認識することにより理解の深まり方
が異なると思われる。
本研究の場合は広報を通じて参加者の募集を行った。
今回の参加者はこの広報を通して積極的に参加した方々
である。そしてその他の高齢者が集まる活動にも積極的
に参加している方々であった。これらのことから今回の
参加者は生活基盤も安定し，知的にも身体的にも能力が
高く，それらの能力に対しても否定的な認識は持ってい
ないと推測できる。このような参加者が初めて触れる楽
器とはいえ，簡単に見える楽器を上手く扱うことができ
ないことは，Ａさんの「ショックだったんだ。」という
語りに見られるように，素直に受け入れられるものでは
ないだろう。
ＢさんやＣさんの友人の死についても同様である。今
回の参加者のように他の高齢者同士の活動に参加されて
いる方々は，出会いも多く友人が多いことが推測でき
る。友人が多いということは日常の生活の中で孤独を感
じる機会も少ないという見方もできる。しかし一方で高
齢の方の友人が多いということは，その友人が亡くなる
ことも多く，これまで共に様々な活動に参加していた友
人が減っていくということである。
そのようなときに音楽療法ができることはどのような
ことなのだろうか。Ｂさんが「楽器に触れているうちに
沈んだ気持ちが楽になった気がする。」と語っていたよ
うに，触れるだけで気分が変わるということもある。今
回は初回のプログラムが歌唱のみであり，２回目も楽器
の演奏のみであったことから，参加者にとって難しさは
感じられず参加しやすいものであり，参加者の特性を考
えてプログラムを検討する必要性が改めて感じられた。
今回は第三著者である音楽療法士として，第二著者が
北方圏学術情報センター年報 Vol．１
―６５―
介護福祉士として高齢者と接した経験から臨機応変に対
応できたものであった。しかし，どのようなセラピスト
であっても高齢者と初めて出会うことはあり，また高齢
者以外の対象者でも出会ったことのない参加者に対して
音楽療法を行うことはあるだろう。
参加者を健常高齢者とのみ認識するのではなく，どの
ような経緯で参加し，どのようなことを望んでいるのか
をセラピスト側がより深く考え共通認識を持つことが，
臨機応変な対応が可能となり，参加者に必要とされる音
楽療法に繋がるのではないだろうか。
２．研究方法の柔軟性について
本研究はあらかじめ想定していた研究方法を用いたも
のではない。心理尺度や自由記述による結果を解釈する
ことも必要であるが，これらは研究者側の都合で協力を
依頼したものであり，参加者が望んで行ったものではな
い。当然これらの方法を否定するものではないが，その
場の状況に合わせて研究方法を柔軟に使用する必要があ
るだろう。心理臨床の分野で村瀬３）が指摘していること
と同様である。
Ａさんは自由記述や最後の茶話会の場においても今回
のことに触れることはなかった。一度研究者を含めた音
楽療法の場で取り上げられたたためにその後は自由記述
欄などで表現する必要はないと感じていたのであれば，
それらは当然の反応である。あえて研究者が求める場で
再度語ることはＡさんにとっては必要のないことであっ
たと考える。しかし，その場で起こったことや「ショッ
クだったんだ。」という語りは記録され検討されること
が，高齢者に有効な音楽療法を検討するためには重要で
ある。
またＢさんやＣさんの語りは血圧測定などために用意
された時間に起こったものであったが，その場で得られ
る語りも検討する必要があることが明らかとなった。こ
の語りは研究者側があらかじめ情報を得ることを目的と
して場面で語られたものではなかった。そのため参加者
は回答しようと構えることなく生まれた語りだった可能
性が考えられる。本来はできる限り自然な状況で参加者
が自分自身を表現できることが，心理面を把握するため
には有効である。そしてそのためには研究者側がどのよ
うな姿勢であることが望ましいのかについて，さらに検
討する必要があると感じられる場面であった。
高齢者にとって必要とされる音楽療法とは何かを検討
するために資料となる情報は，いかなる状況で得られる
かを完全に推測することは困難である。本研究は３回の
プログラム終了後に著者らが振り返りを行ったことから
確認された情報が含まれている。著者らが印象的な出来
事として記憶していたために検討することが可能であっ
たが，想定していた研究方法に固執し柔軟性を欠いた場
合は不必要な情報として切り捨てられた可能性もある。
参加者と出会うすべての瞬間が研究の一部であること
は，今後は補助スタッフを含めた研究者間で共通の認識
として持ちつづける必要がある。
以上，音楽療法の実施上ならびに効果を検討する研究
方法上の二点に共通することは，どのような状況であっ
ても参加者をより理解しようとし続けること，そのため
に様々な情報を使用することを意識し続けることであ
る。そしてこのことは参加者と直接顔を合わせる前から
始まっていることを意識する必要がある。
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Abstract
Effect of music therapy on healthy elderly people was examined through conducting three sessions of
active music therapy. Participants were elderly people aged between 60 and 85 years (n=17), nine of whom
participated in all three sessions. The study used the qualitative research method, in which the incidents
that happened during therapy were described and examined. Results indicated that understanding the
characteristics of participants, which helps the therapist to suitable deal with various situations, is essential
in music therapy for elderly people. Moreover, it was confirmed that flexible research methods are necessary
for examining the efficacy of music therapy. Continuous effort in understanding the participants and making
the most of different information is indispensable for music therapy with elderly people.
Keywords：health elderly people, music therapy, characteristics of the participants, the research method
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